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病院実習
１．精神科病院・病棟の環境を知る。

２．対象に必要な看護を計画立案できる
　　１）オレム・アンダーウッド理論活用
　　　　情報収集・アセスメント
　　２）精神症状の影響等を理解
　　３）退院を阻害する因子,社会資源の把握
　　４）リカバリーストレングスレジリエンス
　　　　の観点での看護の視点
　　５）地域で生活していくにあたっての問題把握
　
３．計画に沿っての援助
　　１）患者の自立を促す働きかけ

４．プロセスレコードの活用（自己洞察）

地域実習
１．看護師やスタッフの関わりを知る。
　
２．地域連携の実際を知る。

看護師：病院勤務　５年　　看護教員：学校勤務　８年

看護師としての経験を活かし、状況に即した実習を展開する

精神疾患を持つ対象の看護

専門分野Ⅱ

精神看護学実習

武井麻子他著：精神看護学①精神看護学の基礎，医学書院
武井麻子他著：精神看護学②精神看護の展開，医学書院
公衆衛生がみえる　メデイックメデイア

精神看護学実習評価表

ポートフォリオ、リフレクションノート　思考過程記録　

精神の機能障害をもつ患者を全人的に理解できる。
地域で生活していくために必要な援助を理解し実施できる。
対象の状態に応じた接近の技術を選択し関わることとができ、自己洞察ができる。
精神障害者が地域で生活を営むための、退院支援の必要性が理解できる。

地域で生活している精神に健康問題を持つ人の、生活支援の現状と看護の役割について理解できる。

２　単位

佐藤　麻希

精神障害をもつ対象が地域で生活していくために必要な支援を理解し、看護が実践できる基
礎的能力を習得する。

病院実習


